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課題

＜取り組んだ課題＞
①リサイクル料金低減（ASRの削減、処理費低減等）
②自動車の新素材、新技術採用へのリサイクル対応
（軽量化、電動化等）

✓

題名 ASR回収プラスチックのアップグレードリサイクル技術研究

＜目的＞
ASR発生量削減を目的に、ASR回収プラスチック(PP)の物性改質技術
を確立し、自動車用部品へのリサイクル材適用を拡大する
＜課題＞
物性回復のための樹脂だまりを持つ専用押し出し機によるASR回収プラ
スチックの物性回復効果の検証、および押し出しプロセス、条件の最適
化と物理回復メカニズムの明確化

＜取組体制＞
福岡大学工学部 機能・構造マテリアル研究所
教授・所長 八尾 滋、研究支援 高山

日産自動車材料技術部 美藤洋平・端野直輝・森 直樹

樹脂溜まり
(内部応力緩和)
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＜FY19：樹脂だまりによる物性回復効果の検証＞
ASR回収PPを用い、ペレタイズ時の樹脂だまりの効果の検証を行った。
樹脂だまり有りの場合、衝撃強度及び伸びに対する物性の向上が確認
された。また、バージン材とも遜色ない物性レベルまで改質されることを確
認し、物性回復メカニズムを推定。

＜2020年度課題＞
FY19結果を踏まえ、以下の2項目の課題を検討する。
[プロセスの最適化]
再ペレタイズ条件として、二軸押出機での混錬条件が物性に及ぼす影
響の検証及び物性向上のメカニズム推定
[量産化に向けたロバストなプロセス設計]
プラスチックに含まれる顔料が、リサイクル特性にどのような影響を与えるか、
の検討
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結果 結果

＜取り組んだ課題＞
①リサイクル料金低減（ASRの削減、処理費低減等）

②自動車の新素材、新技術採用へのリサイクル対応
（軽量化、電動化等）

✓

題名 ASR回収プラスチックのアップグレードリサイクル技術研究

＜今後の計画＞
2021-22年度：
ASR物性回復ペレタイズの実用化を目指し、樹脂溜まりのある成形条
件での物性高度化と内部構造変化の検証、さらに生産速度・スケール
アップの検討を実施する。また顔料の影響に関しても、定量的な影響
評価ならびに再生法の検討を行う。これら検討を含め、成形履歴がリ
サイクル性に与える影響について検討を行い、効率的な資源循環を達
成できるプロセスに対する知見を確立する

[プロセスの最適化]
福岡大学所有の押出機の運転条件を検討した結果、ASR回収PP
ペレットの伸び特性、ヤング率、アイゾット衝撃強さが軒並みバージン
並みあるいはバージン以上に物性再生できることが明らかになった。ま
たその要因をAFMやイメージングIRで分析し、内部構造変異が原因
であることも明らかにした。

上記の結果から、フィード速度(混錬時の押出速度)が速いと物性が
低下する事が判明した。量産化に向け、これまで物性回復に効果が
あることを確認している”樹脂溜まり”の条件最適化により、フィード速
度Upを狙う。

[量産化に向けたロバストなプロセス検討]
ASRのインプットでコントロールが困難な不純物である顔料の色調・種類
がリサイクルプラスチックの物性に大きな影響を与えることを確認した。

＊BC03B:無色・バージン、GY：茶色系、BR・・・灰色系、BK・・・黒色系

＊VPP：バージンPP R-ASR：リサイクルASR

フィード速度(混錬時の押出速度)
の速度が速くなれば、物性は低下


